
持続可能性のための広域展開変革プロジェクト
事業概要と進捗状況･課題 一般社団法人熱中学園 2021年７月

全体事業概要
参加地域で個性あるローカルDXプロジェクトを立ち上げ、ネットの力で海外も含めた関係人口構築を図る。
大人の社会塾｢熱中小学校｣に、都市部住民も参加する「ふるさとみつけ塾」を企業のセカンドキャリア研究
会で推進する。被災地でのワーケーションを付加価値型にすると共に、ローカルDXによって関係人口化を図
る。以上の活動に、企業のふるさと納税制度を活用できる体制を創る。

OUR TEAM 一般社団法人熱中学園
北海道芽室町ほか十勝地方･宮城県丸森町･山形県高畠町･千葉県銚子市･
富山県高岡市･和歌山県上富田町ほか･鳥取県琴浦町ほか・山口県萩市･

高知県日高村ほか･熊本県人吉市･宮崎県小林市･
鹿児島県肝付町ほか･沖縄県沖縄市･全地域熱中小学校事務局

《協力》Dialogue for Everyone株式会社
う

個別事業
セカンドキャリア研究会調査と｢ふるさとみつけ塾｣
首都圏企業のセカンドキャリアプログラムとの協働体制
キャリア受け皿の広域化、十勝食の熱中小学校プロジェクト

ローカルDXの推進
地方だからできるDXプロジェクトの発掘

・バーチャルサイクルツーリズム on 太平洋岸自転車道
・キッズイングリッシュ with シアトル熱中小学校
・全世代ICT教育 at HANAわらび
・鉄道QRコード駅スタンプ：阿武隈急行全線で活動

被災地支援型ヘルスワーケーション開発
自立のための企業版ふるさと納税獲得

進捗

３社様の参加が決定
十勝芽室町で食と町おこしのプロを交えたワークセッションを開催

南紀、銚子、高知で各40kmのコースルート決定
４－６月まで毎週土曜日に開催
ICT教育と起業家プログラムのドッキングを計画
地元の美大生、高校生と４つの有人駅のQRコード駅スタンプ制作完
９月に首都圏企業による３週間のヘルスワーケーション実施決定
２件の企業版ふるさと納税がクロージング段階

現在の課題
・セカンドキャリア研究会の年内発足
・沖縄緊急事態宣言でICTプログラムが休止中
・新たに小林市と東京大学先端科学技術研との連携対応


